


























































































































































































































































































































































286 大原 Actomyosin系の結合．機構i　II 札幌医誌1954
Fl勺にも幾多の難．点があり，この威績に：定：量：的な意
義を與えるごとはさらに槍討を要するところであ
る。從って筆者はこれをMommaertsとの’方法的
な比較に正め，この成績を以て，直ちにMom－
maertsがなした如き生理的な意味づけを行こう
とは弟し控えたい。
　　しかして筆者の川いたa皿皿onia　bufferは，
MommaertsのMgC12に比し粘度li茨復のない点で
優れ，常温に；拾．いてもbond　energyを計算しそ等る
irと，合成AMによりmyosin量を規定し．允こ
と，　さらに～Zの角翁雛曲編モに1対S『る甥県儒的な考察を
あわせ行った点で，一一つの改良．を加え得たもの．と
信ずる。
摘 要
　　］．皿yosin　B．及び合成AMにつき，ammonia
bufferを川い，　AM液のATP＊！l度低下から，常
温にお・けるmyosinとATPの．　bond　energyを計
算した。
　　2．その｛li！tvs－7，000～一9，000　calであった。
　　3．MommaertsのMgC12を川いた0℃にお
け 成績と対比し，成績の批判を行った．。
　　4．ammonia　bufferは粘度恢復のない点で，
MgCi2より優ることを認めた。
　　5・ATP－actomyosin　complexの解離曲線に対
する理論的な考察を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹利29．3．．26受付）
Sulnmary
　　　1．　The　bond　energy　between　myosin　and　ATP　has　been　calculated　from　the　Arl”P－drQp
of　AM　solution　at　room　temperature，　with　myosin　B　and　synthetic　AM　in　a皿monia　buffer．
　　　2．The　bond　energy　was　from－7，000　to－9，000　ca工．
　　　．”t．　The　results　were　discussed　as　compared　with　Mc　mmaerts’s　results　in　which
MgC12　was　used　at　QOC．
　　　4．　We　found　that　ammonia　buffer　wefis　superior　when　compared　with．MgCJ2　at　the
stage　of　non　recovery　of　viscosity．
　　　5．　ln　addition，　a　theoretical　study　on　the　dissociation　curve　of　ATP－myosin　complex
was　conducted．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Mar．　26，　1954）
